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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スプール本体(２)が筒状の胴部(７)と、その胴部(７)の両端部からそれぞれ径方向外側
へ延設した一対のフランジ部(８・９)とを備えており、この胴部(７)の周囲で両フランジ
部(８・９)間に捲回部(10)が形成してあるスプールであって、
　上記のスプール本体(２)は、上記の胴部(７)の一方の端部側に径方向内側へ延設された
支持壁(11)を備えるとともに、この胴部(７)内に他方の端部側が外部空間に開放された胴
内空間(12)を備えており、
　上記の支持壁(11)に対し直交方向へ胴内空間(12)に延びる支柱部(15)を備え、
　この支柱部(15)は支持壁(11)とは反対側の端部に、胴内空間(12)内でこの支柱部(15)の
中心軸(16)に対し直交方向に配置された揺動部(４)を備え、
　上記の揺動部(４)は、長尺体(26)を挟持する挟持部(20)を周縁部に沿って備えており、
周縁部の一部に支持壁(11)側への押圧力(Ｆ)を加えることにより上記の支柱部(15)を挟ん
で反対側の周縁部が胴内空間(12)の外側へ進出する揺動姿勢(Ｓ)と、上記の押圧力(Ｆ)の
除去により周縁部が胴内空間(12)内へ戻る復帰姿勢(Ｒ)とに切替え可能であることを特徴
とする、スプール。
【請求項２】
　上記の支持壁(11)は胴内空間(12)と外部空間とを連通する貫通孔(13)を備えており、こ
の貫通孔(13)に固定部材(３)が装着してあり、この固定部材(３)に上記の支柱部(15)を介
して上記の揺動部(４)が設けてある、請求項１に記載のスプール。
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【請求項３】
　上記の支柱部(15)が上記の固定部材(３)に形成してあり、この支柱部(15)の先端に上記
の揺動部(４)が設けてある、請求項２に記載のスプール。
【請求項４】
　上記の揺動部(４)は支柱部(15)の中心軸(16)に対し直交方向に配置された挟持本体(５)
と、この挟持本体(５)に沿って配置されたガイド部(６)とを備え、この挟持本体(５)とガ
イド部(６)との間に上記の挟持部(20)が形成してある、請求項１から３のいずれかに記載
のスプール。
【請求項５】
　上記の長尺体(26)が釣糸である、請求項１から４のいずれかに記載のスプール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は釣糸などの長尺体を巻きつけるスプールに関し、さらに詳しくは、糸止め等の
操作が容易で確実に長尺体端部を保持できるうえ、汎用のスプールにも容易に適用でき、
しかも耐久性に優れるスプールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、釣糸などを巻き付けるスプールは、円筒状の胴部とその両端から径方向外側へ
延設した一対のフランジ部とを備え、その胴部の外側で両フランジ部間に捲回部が形成し
てあり、この捲回部に釣糸などが巻き付けられる。この巻き付けられた糸の端部は、例え
ばフランジ部の外周縁に形成した溝状の糸止め部などに挟持されていたが、この糸止め部
やこれに係止された糸の端部は他物と接触し易く、その接触により糸止め部から糸が外れ
易い問題があった。
　そこでこの問題を解消するため、例えば上記の胴部内に糸止め機構を備えたものが提案
されている(例えば、特許文献１参照、以下、従来技術という。)。
【０００３】
　この従来技術のスプールは、上記の胴部内に、一方の端部が外部空間に開放された胴内
空間が形成してあり、この胴内空間の内側から外側方向へ出没するように、挟持片がこの
胴内空間に保持してある。そしてこの挟持片を胴内空間の外側へ進出させて糸の端部を挟
持したのち、この挟持片を胴内空間内へ後退させる。これにより、容易に糸止め操作でき
るものでありながら、糸の端部等が他物と接触する虞を低減でき、確実に糸止めすること
ができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－３３３９６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　スプールは通常、生産工場等で捲回部に長尺体を巻き付けできるように、上記の胴部の
一方の端部側で径方向内側へ支持壁を延設し、この支持壁に巻取り軸嵌合孔を貫通形成し
てあり、この嵌合孔を巻取り軸に外嵌してスプールを回転支持するようにしてある。上記
の従来技術では、この嵌合孔を利用して、上記の挟持片を備えた糸止め部材が装着してあ
る。
【０００６】
　しかしながらこの従来技術では、挟持片を備えた糸止め部材を、胴内空間から外側へ進
出した姿勢と、胴内空間内へ後退した姿勢とに切替え支持する必要があり、スプール本体
に糸止め部材の姿勢を保持する係止爪を上記の巻取り軸嵌合孔内に形成しなければならな
い。このため、上記の従来技術では既存のスプールや汎用のスプールに適用することがで
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きず、専用のスプール本体を用いなければならないので安価に実施できない問題がある。
また、上記の挟持片の姿勢を切り替えるため、上記の糸止め部材は巻取り軸嵌合孔内を摺
動移動するが、この摺動面に異物を噛み込むと移動が困難となり、挟持片の姿勢切替えが
容易でなくなる問題もある。
【０００７】
　本発明は上記の問題点を解消し、糸止め等の操作が容易で確実に長尺体端部を保持でき
るうえ、汎用のスプールにも容易に適用でき、しかも耐久性に優れる、スプールを提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は上記の課題を解決するために、例えば本発明の実施の形態を示す図１から図６
に基づいて説明すると、次のように構成したものである。
　即ち、本発明はスプールに関し、スプール本体(２)が筒状の胴部(７)と、その胴部(７)
の両端部からそれぞれ径方向外側へ延設した一対のフランジ部(８・９)とを備えており、
この胴部(７)の周囲で両フランジ部(８・９)間に捲回部(10)が形成してあるスプールであ
って、上記のスプール本体(２)は、上記の胴部(７)の一方の端部側に径方向内側へ延設さ
れた支持壁(11)を備えるとともに、この胴部(７)内に他方の端部側が外部空間に開放され
た胴内空間(12)を備えており、上記の支持壁(11)に対し直交方向へ胴内空間(12)に延びる
支柱部(15)を備え、この支柱部(15)は支持壁(11)とは反対側の端部に、胴内空間(12)内で
この支柱部(15)の中心軸(16)に対し直交方向に配置された揺動部(４)を備え、上記の揺動
部(４)は、長尺体(26)を挟持する挟持部(20)を周縁部に沿って備えており、周縁部の一部
に支持壁(11)側への押圧力(Ｆ)を加えることにより上記の支柱部(15)を挟んで反対側の周
縁部が胴内空間(12)の外側へ進出する揺動姿勢(Ｓ)と、上記の押圧力(Ｆ)の除去により周
縁部が胴内空間(12)内へ戻る復帰姿勢(Ｒ)とに切替え可能であることを特徴とする。
【０００９】
　上記の揺動部の周縁部の一部に支持壁側への押圧力を加えると、この揺動部が揺動姿勢
に切替えられて、支柱部を挟んで反対側の周縁部が胴内空間の外側へ進出する。この揺動
部の周縁部には挟持部が備えてあるので、上記の捲回部に巻き付けられた長尺体の端部は
この挟持部へ容易に案内されて挟持される。そして上記の押圧力を除くと、上記の揺動部
は復帰姿勢に切替えられ、上記の挟持部に保持された長尺体の端部は胴内空間内に収容さ
れて、他物と接触する虞が低減される。
【００１０】
　スプールは、通常、上記の胴部の一方の端部側に径方向内側へ支持壁が延設してあり、
胴部内の空間は他方の端部側が外部空間に開放されており、上記の支持壁に巻取り軸嵌合
孔が貫通形成してある。本発明の上記のスプール本体は、上記の支持壁に支柱部が備えて
あればよく、支柱部を支持壁に一体形成した専用のスプール本体を用いることも可能であ
るが、例えば上記の巻取り軸嵌合孔である貫通孔に上記の支柱部を備える固定部材を係止
するなどにより、既存のスプールや汎用のスプールを用いることが可能である。
【００１１】
　上記の支柱部は特定の形状や構造のものに限定されず、前述のように、上記の支持壁に
一体に形成されたものであってもよい。例えばこの支持壁に筒状の巻取り軸嵌合部が胴部
内を横断するように長く形成してある場合、この巻取り軸嵌合部を支柱部に兼用すること
も可能である。しかし、一般に上記の巻取り嵌合部は、上記の支持壁から胴内空間へ短く
突設されていることが多い。一方、上記の支柱部の先端側に配置される揺動部は、胴内空
間の他方の端部側に近接させて配置されると、揺動姿勢への切替えが容易であるので好ま
しい。このため、上記の支持壁が胴内空間と外部空間とを連通する貫通孔を備えている場
合は、この貫通孔に固定部材を装着し、この固定部材に上記の支柱部を介して上記の揺動
部を設けると、汎用のスプール等を容易に用いることができて好ましい。
【００１２】
　上記の貫通孔に固定部材を係止する場合、上記の支柱部は、上記の揺動部に一体に形成
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してあってもよく、この場合は、支柱部の支持壁側端部が上記の固定部材に固定される。
しかし上記の固定部材に支柱部が形成してあり、この支柱部の先端に上記の揺動部が設け
てあると、この揺動部を揺動姿勢へ容易に切替えることができて好ましい。特に上記の支
柱部の少なくとも先端部が筒状に形成されており、上記の揺動部が中央部の片面に突設し
た支軸を備えており、この支軸が上記の支柱部に嵌合してあると、この支軸の弾性変形に
より上記の揺動部を一層容易に揺動姿勢へ切り替えることができて好ましい。
【００１３】
　上記の挟持部は、上記の揺動部の周縁部に備えてあればよく、特定の形状や構造のもの
に限定されない。例えば、揺動部の周縁部に溝状の挟持部を、一または複数形成し、この
溝状の挟持部に長尺体の端部近傍を挟み込んで挟持させることも可能である。しかし上記
の揺動部が、支柱部の中心軸に対し直交方向に配置された挟持本体と、この挟持本体に沿
って配置されたガイド部とを備え、この挟持本体とガイド部との間に上記の挟持部が形成
してあると、揺動部の周縁部の全域に亘って、この周縁部に沿って挟持部を形成でき、そ
の周縁部に沿った任意の位置で長尺体の端部近傍を挟持できるので好ましい。
【００１４】
　なお、上記の長尺体は特定の用途のものに限定されないが、特にこの長尺体が釣糸であ
ると、糸止め操作が容易で確実に糸端部を保持できる利点が良好に発揮されて好ましい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明は上記のように構成され作用することから、次の効果を奏する。
　(１)使用者は、揺動部の周縁部の一部に支持壁側への押圧力を加えてこの揺動部を揺動
姿勢に切替えるだけで、胴内空間から外部へ進出した挟持部へ容易に長尺体を挟持させる
ことができ、しかもその押圧力を除くだけで、上記の揺動部を復帰姿勢に切り替えて、上
記の挟持部に保持された長尺体を胴内空間に収容することができる。従って、糸止め等の
操作が極めて容易である。しかも、上記の胴内空間に収容された挟持部や長尺体の端部は
他物と接触する虞がないので、確実に長尺体の端部を挟持部に保持することができる。ま
た、上記の糸止め等の操作はスプールの片側面で行われるので、例えばスプールケースへ
収容している状態のスプールに対し、ケース片側の蓋部を開放するだけで簡単に操作でき
る利点もある。
【００１６】
　(２)スプールは通常、上記の支持壁と胴内空間を備えており、この支持壁に巻取り軸嵌
合孔が貫通形成してある。本発明のスプール本体は、例えば上記の巻取り軸嵌合孔である
貫通孔に固定部材を係止して、この固定部材に支柱部を介して上記の揺動部を固定する等
により、既存のスプールや汎用のスプールにも容易に適用でき、安価に実施することがで
きる。
【００１７】
　(３)上記の揺動部は、上記の押圧力により、この揺動部や上記の支柱部等が弾性変形し
て揺動姿勢に切り替わり、その押圧力が除去されると、揺動部等の弾性復元力により復帰
姿勢に切り替わる。従って、これらの姿勢切替えは各部材の弾性変形やその弾性復元力に
より行われるので、各部材同士の摺動移動を低減でき、異物による動作不良の虞を低減で
きるので、長期に亘って円滑な姿勢切替えを行うことができ、耐久性に優れる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施形態を示す、スプールを分解した一部破断斜視図である。
【図２】本発明の実施形態の、スプールの断面図である。
【図３】本発明の実施形態の、スプールの要部の拡大断面図である。
【図４】本発明の実施形態の、揺動部を揺動姿勢に切替えた状態のスプールの要部の拡大
断面図である。
【図５】本発明の実施形態の、複数のスプールを連結した状態の断面図である。
【図６】本発明の実施形態の変形例を示す、スプールの要部の拡大断面図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面に基づいて本発明を具体的に説明する。
　図１に示すように、このスプール(１)はスプール本体(２)と、これに装着される固定部
材(３)と、この固定部材(３)に固定される円盤状の揺動部(４)とを備えており、この揺動
部(４)は挟持本体(５)とガイド部(６)とを備えている。
【００２０】
　図１と図２に示すように、上記のスプール本体(２)は筒状の胴部(７)と、その胴部(７)
の両端部からそれぞれ径方向外側へ延設した一対のフランジ部(８・９)とを備えている。
そしてこの胴部(７)の周囲で、両フランジ部(８・９)間に捲回部(10)が形成してあり、こ
の捲回部(10)に釣糸などの長尺体が巻き付けられる。
【００２１】
　図２と図３に示すように、上記のスプール本体(２)は、上記の胴部(７)の一方の端部側
である第１フランジ部(８)側に、径方向内側へ延設された支持壁(11)を備えており、この
胴部(７)内の胴内空間(12)は、他方の端部側である第２フランジ部(９)側が外部空間に開
放されている。
　上記の支持壁(11)には、上記の捲回部(10)へ長尺体を巻き付ける際に、巻取り軸へ外嵌
するための貫通孔(13)が透設してある。この貫通孔(13)を介して、上記の胴内空間(12)が
第１フランジ部(８)側の外部空間と連通している。
【００２２】
　上記の固定部材(３)は、この貫通孔(13)に装着してあり、この固定部材(３)の周面に形
成した固定爪(14)で、上記の支持壁(11)に確りと固定してある。この固定部材(３)には、
支持壁(11)に対し直交方向へ胴内空間(12)に延びる支柱部(15)が一体に形成してある。こ
の支柱部(15)は先端が開口した筒状に形成してあり、この支柱部(15)の先端部、即ち、支
持壁(11)とは反対側の端部に、上記の揺動部(４)が付設してある。従ってこの揺動部(４)
は、上記の支柱部(15)を介して固定部材(３)に付設されている。
【００２３】
　上記の揺動部(４)を構成する上記の挟持本体(５)は、支柱部(15)の中心軸(16)に対し直
交方向に配置されており、上記のガイド部(６)はこの挟持本体(５)に沿って配置されてい
る。従って上記の揺動部(４)は、上記の支柱部(15)の中心軸(16)に対し直交方向に配置さ
れており、図３に示すように、外力を受けない復帰姿勢(Ｒ)では上記の胴内空間(12)内に
収容されている。この揺動部(４)は支柱部(15)近傍を中心に揺動可能であり、図４に示す
ように、周縁部に外力を受けると揺動して、周縁部の一部が胴内空間(12)の外側へ進出し
た揺動姿勢(Ｓ)に切り替わる。
【００２４】
　上記の挟持本体(５)は、周縁部が上記の支持壁(11)側へ湾曲している円盤状に形成して
ある。この挟持本体(５)の上記のガイド部(６)と対面する側面には、環状の凹部(17)が形
成してあり、これとは反対側の側面の中央部に、上記の支柱部(15)側へ延びる支軸(18)が
突設してある。この支軸(18)が上記の支柱部(15)内へ挿入され、これによりこの挟持本体
(５)が支柱部(15)に確りと固定される。
【００２５】
　一方、上記のガイド部(６)は環状に形成してあり、上記の挟持本体(５)と対面する側面
に環状凸部(19)が形成してある。この環状凸部(19)を上記の挟持本体(５)の環状凹部(17)
に係合させることで、ガイド部(６)が挟持本体(５)に固定されている。この挟持本体(５)
とガイド部(６)は、周縁部では互いに離隔しているが中央部側は互いに密着しており、こ
の密着する挟持本体(５)とガイド部(６)との間に挟持部(20)が、揺動部(４)の周縁部に沿
って形成されている。
【００２６】
　上記の固定部材(３)と揺動部(４)とは、上記の支持壁(11)に装着されたスプール連結具
(21)を兼ねており、このスプール連結具(21)により、互いに隣接するスプール(１)同士を
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連結することができる。
【００２７】
　即ち、このスプール連結具(21)は、上記の固定部材(３)が上記の第１フランジ部(８)の
側方の外側空間に臨む第１端面(22)を備えており、上記のガイド部(６)が上記の第２フラ
ンジ部(９)の側方の外側空間に臨む第２端面(23)を備えている。そして、上記の第１端面
(22)に連結用凹部(24)が形成してあり、上記の第２端面(23)に連結用係止部(25)が突設し
てある。
【００２８】
　上記の第１端面(22)と第２端面(23)との間の寸法は、上記のスプール本体(２)の厚さと
ほぼ等しく、具体的には、スプール本体(２)の厚さと同じ寸法か、これよりも僅かに短い
寸法に、例えば１ｍｍ程度以下の範囲内で短い寸法に設定してあり、上記の復帰姿勢(Ｒ)
では、両端面(22・23)とも上記の胴内空間(12)内に収容されている。ただし、上記の第２
端面(23)に突設された上記の連結用係止部(25)は、胴内空間(12)からスプール本体(２)の
側方へ突出した状態となっている。
【００２９】
　上記の連結用凹部(24)は、隣接するスプール本体(２)に装着されたスプール連結具(21)
の連結用係止部(25)が係合できる深さに形成されておればよく、特定の寸法や形状のもの
に限定されない。一方、上記の連結用係止部(25)は、上記の第２端面(23)からの突出寸法
が２ｍｍ以下であると他物と接触する虞を低減できるので好ましく、１．５ｍｍ以下であ
るとより好ましい。
【００３０】
　次に、上記のスプール(１)における糸止め等、長尺体の端部を保持する操作について説
明する。
　上述のように、上記の揺動部(４)は、外力を受けない状態では図３に示す復帰姿勢(Ｒ)
となっており、上記の胴内空間(12)内に収容されている。
【００３１】
　上記の揺動部(４)は、中央部が支軸(18)を介して支柱部(15)に支持されており、支柱部
(15)近傍を中心に揺動可能である。このため、上記の復帰姿勢(Ｒ)の揺動部(４)の周縁部
の一部に支持壁(11)側への押圧力(Ｆ)を加えると、上記の支軸(18)や支柱部(15)などが弾
性変形し、図４に示すように、揺動部(４)は上記の揺動姿勢(Ｓ)に切り替わる。この状態
で、上記の捲回部(10)に巻き付けられた糸(26)の端部近傍を、スプール本体(２)の第２フ
ランジ部(９)側の側面に沿って移動させる。これにより、この糸(26)は、上記のガイド部
(６)によりこのガイド部(６)と上記の挟持本体(５)との間の挟持部(20)へ案内され、確り
と挟持される。
【００３２】
　そして上記の糸(26)が挟持部(20)に挟持されたのち、上記の押圧力(Ｆ)を除去すると、
上記の揺動部(４)が上記の支軸(18)や支柱部(15)などの弾性復元力により、図３に示す復
帰姿勢(Ｒ)に切り替わる。この復帰姿勢(Ｒ)では上記の揺動部(４)が胴内空間(12)内に収
容されているので、上記の挟持部(20)やこれに挟持された糸(26)もその胴内空間(12)内に
収容され、他物と接触する虞が低減される。
【００３３】
　次に、上記のスプール(１)における連結操作について説明する。
　このスプール(１)は、スプール本体(２)の支持壁(11)に上記のスプール連結具(21)が装
着されており、このスプール連結具(21)の第１端面(22)に連結用凹部(24)が形成してあり
、第２端面(23)に連結用係止部(25)がスプール本体(２)の側方へ突設してある。この連結
用係止部(25)を、隣接するスプール本体(２)に装着されたスプール連結具(21)の連結用凹
部(24)へ係合させることで、図５に示すように、互いに隣接するスプール(１)同士が連結
される。
【００３４】
　上記のスプール連結具(21)は上記の揺動部(４)に挟持部(20)を備えるので、この挟持部
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(20)に挟持された糸(26)は、互いに隣接しているスプール(１)間に配置されることとなる
。従って、この挟持部(20)やこれに挟持された糸(26)の端部が、連結された隣接するスプ
ール(１)で覆われるので、他物と接触することが防止され、糸(26)が挟持部(20)から外れ
ることが確実に防止される。
【００３５】
　上記の実施形態で説明したスプールは、本発明の技術的思想を具体化するために例示し
たものであり、各部の寸法や形状、構造、配置などをこの実施形態のものに限定するもの
ではなく、本発明の特許請求の範囲内において種々の変更を加え得るものである。
【００３６】
　例えば上記の実施形態では、上記の支柱部を固定部材に一体に成形した。しかし本発明
ではこれらを別体に形成して係合等により互いに固定するものであってもよく、またこの
支柱部は、上記の揺動部と一体に成形したものであってもよい。さらには、上記の支柱部
をスプール本体の支持壁と一体に成形することも可能である。
【００３７】
　また上記の実施形態では、上記の揺動部を挟持本体とガイド部で構成し、両者間に挟持
部を設けた。しかし本発明では、この揺動部を一体に形成してもよく、上記の挟持部は揺
動部の周縁部に形成された、長尺体を挟持できる溝で構成するなど、任意の構造を採用す
ることが可能である。
【００３８】
　また上記の実施形態では、上記の支柱部とこれに内嵌される上記の支軸等の弾性変形に
より、上記の揺動部の姿勢を切替え可能に構成した。しかし本発明では、例えば上記の支
軸を弾性変形が容易な材料で構成するなどして、揺動部の姿勢を切替え可能に構成しても
よい。さらに本発明では、例えば図６に示す変形例のように、弾性部材(27)を用いて揺動
部(４)の姿勢を切り替えることも可能である。
【００３９】
　即ちこの変形例では、支柱部(15)に揺動部(４)が揺動可能に支持してあり、この支柱部
(15)の周囲で揺動部(４)と支持壁(11)との間に、コイルばねからなる弾性部材(27)が装着
してある。そして上記の実施形態と同様に、揺動部(４)の周縁部の一部に支持壁(11)側へ
の押圧力を加えると、揺動部(４)は仮想線で示す揺動姿勢(Ｓ)に切り替わり、その押圧力
を除去すると、弾性部材(27)の復元力により実線で示す復帰姿勢(Ｒ)に切り替わる。その
他の構成は上記の実施形態と同様であり、同様に作用する。なお上記の弾性部材(27)には
、例えばゴム製の筒体など、ゴム弾性を備えたものを用いてもよい。
【００４０】
　また上記の実施形態や変形例では、上記の固定部材と揺動部がスプール連結具を兼ねて
いる場合について説明したが、本発明ではこれらの部材がスプール連結具を兼ね備えない
場合であってもよい。また上記の捲回部に巻き付けられる長尺体は、釣糸以外の長尺体で
あってもよいことは、いうまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００４１】
　本発明のスプールは、糸止め等の操作が容易で確実に長尺体端部を保持できるうえ、汎
用のスプールにも容易に適用でき、しかも耐久性に優れるので、特に、釣糸用スプールと
して有用であるが、他の長尺体を巻き付けるためのスプールとしても有用である。
【符号の説明】
【００４２】
　１…スプール
　２…スプール本体
　３…固定部材
　４…揺動部
　５…挟持本体
　６…ガイド部
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　７…胴部
　８…第１フランジ部
　９…第２フランジ部
　10…捲回部
　11…支持壁
　12…胴内空間
　13…貫通孔
　14…固定爪
　15…支柱部
　16…支柱部(15)の中心軸
　17…環状凹部
　18…支軸
　19…環状凸部
　20…挟持部
　21…スプール連結具
　22…第１端面
　23…第２端面
　24…連結用凹部
　25…連結用係止部
　26…長尺体(糸)
　27…弾性部材
　Ｆ…押圧力
　Ｒ…復帰姿勢
　Ｓ…揺動姿勢

【図１】 【図２】

【図３】
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